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文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
ジ
レ
ン
マ

な
く
な
っ
た
建
造
物
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
経
済
合
理

性
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
建
造
物
は
現
代
の
使
用
に

合
わ
せ
改
造
す
る
か
、
も
し
く
は
撤
去
す
る
こ
と
が
正
し
い
。

本
来
、
お
寺
の
歴
史
的
な
営
み
の
な
か
で
、
建
物
は
必
要
に

歴
史
的
建
造
物
に
対
し
て
、
文
化
財
行
政
で
は
古
い
時
代
の

建
物
の
詳
細
を
調
査
し
、
現
状
を
出
来
る
限
り
元
の
状
態
に

戻
し
て
、
元
の
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
正
論
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
補
助
金
の
助
成
が
な
さ
れ
る
。
が
、
十
分
な
サ
ポ
ー

ト
と
は
言
い
が
た
い
。

補
助
金
は
そ
の
名
の
通
り
補
助
的
な
も
の
で
、
国
の
重
要
文

化
財
に
で
も
指
定
さ
れ
な
い
限
り
、
所
有
者
が
相
当
額
負
担

す
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
な
お
、
簡
単
な
平
生
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
所
有
者
の
負
担
に
任
さ
れ
て
い
る
。
修
復
の
見
積
は
、

昔
な
が
ら
の
工
法
を
と
る
た
め
、
通
常
の
倍
以
上
の
額
に
な

る
。
さ
ら
に
、
修
復
の
完
成
後
も
、
自
動
火
災
警
報
装
置
の

設
置
が
所
有
者
に
課
せ
ら
れ
る
。

本
徳
寺
の
よ
う
に
複
数
の
建
物
が
繋
が
っ
た
建
造
物
は
総
て

に
設
置
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
こ
の
火
報
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
毎
年
消
防
署
の
査
察
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
専

門
業
者
の
手
を
借
り
る
た
め
、
毎
年
、
車
検
程
度
の
経
費
が

発
生
す
る
。

本
堂
な
ど
の
宗
教
施
設
は
、
文
化
財
の
指
定
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
年
中
行
事
を
行
う
に
当
た
っ
て
常
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
建
造
物
も
時
代
と
共
に

利
用
の
仕
方
が
変
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
現
代
で
は
使
用
し

応
じ
て
、
検
討
さ
れ
、
建
て
直
さ
れ
た
り
、
改
修
を
し
た
り
、

増
設
を
行
っ
た
り
と
、
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
て
手
が
加
え

ら
れ
て
来
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
遷
の
歴
史
が
ど

ん
な
文
化
財
に
も
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
宗
寺
院

施
設
の
場
合
、
仏
徳
賛
嘆
・
仏
法
聴
聞
の
行
事
が
今
後
と
も

続
く
が
、
建
物
内
部
は
時
代
と
社
会
の
変
化
に
無
縁
で
は
あ

り
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
上
に
立
て
ば
、
文
化
財
の
修
復
に
は
、

ど
こ
ま
で
が
不
易
の
も
の
で
、
ど
こ
か
ら
が
流
行
の
も
の
か

を
見
定
め
て
い
く
見
識
が
必
要
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
単

な
る
文
化
財
的
固
定
は
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
こ
の
線
引
き
を
そ
の
時
代
時
代
を
担
う
も
の
た

ち
が
担
う
こ
と
は
、
文
化
的
価
値
の
あ
る
文
物
を
次
の
世
代

に
残
す
た
め
に
必
要
な
事
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
残
念
な
が

ら
所
有
者
に
そ
の
よ
う
な
能
力
が
有
る
か
と
言
わ
れ
る
と
心

細
い
限
り
で
あ
る
。

特
に
未
だ
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に

重
要
な
建
物
を
修
理
す
る
時
に
は
大
い
に
悩
む
こ
と
に
な
る
。

特
に
、
以
下
に
述
べ
る
北
書
院
は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。
ま
た
、

既
に
明
ら
か
に
過
去
に
に
大
改
造
さ
れ
、
な
お
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
長
屋
塀
の
修
理
は
難
題
で
あ
る
。

本徳寺本坊全景

6173 坪の寺地に 32
棟の建屋が有り、その
床下面積は 1556 坪で
ある。21 棟が県と市
の文化財に指定されて
いる。自動火災警報器
と全施設のメンテナン
スはお寺の特別会計か
ら支給される。年平均
約一千万円程である。
長屋塀の文化教室収入
と北側の月極駐車場収
入は収益事業の収入源
となっている。いずれ
もお寺の施設のメンテ
ナンスに使われる

この自動火災警報装置は
24 時間火災の危険を知らせ
てくれる。文化財に指定さ
れて以来、設置が義務づけ
られている。毎年消防署の
査察と防火訓練が実施され
る。最近、落雷によって主
装置が破損し、新しい装置
が設置された。この費用の
お寺からの出費もままなら
ない。

本
徳
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仁


